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令和４年３月 佐賀市長定例記者会見（※記者会見の内容を一部要約しています） 

日時：令和４年３月２８日（月） 1３時３０分～１４時２０分 

場所：佐賀市役所 ２階 庁議室 

出席：坂井市長 

 

【司会】 

市長定例記者会見を行います。本日は、発表項目に関する説明の後、トピックスに関する説明を行

います。この記者会見は佐賀市のホームページでライブ配信を行っておりますので、マイクを使ってご発

言ください。それでは市長お願いいたします。 

 

【市長】 

皆さんこんにちは。本日はお集まりいただき、ありがとうございます。3 月の定例記者会見を始めさせて

いただきます。まず本日の発表項目でございます。ご覧の項目です。 

まず、令和 4年度の体制について、組織と人事。 

2 点目が、国・県・市が連携して取り組むさらなる浸水対策の検討についてです。 

また、年に 1回の検診受診のお願い。そして、ＬＧＢＴＱなどの性的少数者への取り組み。 

そしてトピックスが4項目あります。市道三溝線の愛称が決定いたしました。後ほどご紹介させていただ

きます。 

それからプレミアム地域振興券。今回、電子で初めて発行いたしますが、かばいサカえーる Pay。それ

から、紙で発行する地域振興券の購入申し込み受け付けが開始します。 

そして佐賀バル-ナーズのマッチデーと、この後、会見の後に締結を予定しております、九州電力佐賀

支店との連携協定の締結であります。順番にまいります。 

 

まず、令和 4 年度の体制についてです。4 月からの組織機構については、現総務部長の池田一善さ

んに副市長に就任いただくほか、一般職の職員にも先日内示を行いました。 

今回の機構改革ですが、2024 年の国スポ・全障スポに向けて、新たに「国スポ・全障スポ推進部」を設置

しました。 

また、全庁的・横断的に取り組む重点項目として「情報発信力の強化」と、「最新技術の活用」を挙げて

おりますが、これを推進する体制として、広報課と DX推進室を設置しました。 

さらに、文化行政の部門を市長部局に移して、私が先頭に立って文化振興にも取り組んでいきたいと

思っております。 

また、人事では女性の登用も拡大いたしました。また若手職員を含めて、よく議論をして政策を進めて

いくことで、スローガンとして掲げております「動きます、佐賀市。」を実践していきたいと考えております。 

次に、実践事例の紹介でございます。皆様にもいつも、情報発信の点ではお世話になっておりますけ

れども、いくつか例をご紹介しますと、シティプロモーション。毎週新しい情報をホームページやＳＮＳなど

で発信をしております。行政情報というと、「わかりにくくて不親切」というところがどうしてもあるかと思いま

すが、これを、知りたい情報をわかりやすく、プッシュ配信をしていきたいと考えております。 

また、事例の一つとして、お濠の試験排水の実施です。 
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これまで非常に課題が多かったということで、なかなか始められなかったものですが、とにかくやってみ

る、チャレンジをするという思想が大事だなと考えております。担当の建設部は本当に一生懸命動いても

らっております。こうやってチャレンジをすることで課題も新たに見つかってきたり、データも集まってきたり

ということで、改善の一歩となると考えております。 

また先日発表させていただきましたが、ウクライナからの移住希望者への対応もその一つだと思ってお

ります。こちらは、総務部国際課が中心となって、いち早く体制をつくってもらいました。 

このような動きを、もっともっと市役所全体に広げていきたいというふうに思っております。 

令和 4 年度は、いくつもの新しい仕事に着手をいたします。限られた人員の中ですが、私も職員と一

丸となって頑張ってまいりたいと考えているところです。 

 

続きまして、水害対策です。国・県・市が一体となった浸水対策検討ワーキンググループを新たにスタ

ートいたします。水害対策として、これまでもさまざまな取り組みを行ってまいりましたが、浸水被害、これ

は発生の条件がさまざまであるため、メカニズムが非常に複雑でございます。 

こうした複雑な条件で発生する浸水を軽減するために、国・県・市の 3者で既存施設をさらに有効に活

用する、有効に操作する検討を共に行うことになりました。 

そこで施設操作による浸水軽減の具体的な効果を確認するために、国が中心となって、そして県と市

が協力をして、より実態に即した内水氾濫モデルを構築していきます。 

この内水氾濫モデルを活用して、さらに効果的な連携操作の可能性を探っていき、浸水対策を進めて

まいりたいと考えております。 

 

次に、健診受診についてですが、佐賀市はビッグデータを活用した介護予防 DX の取り組みを行って

おります。健康寿命の延伸を目指しておりますが、昨年総務大臣賞を受賞いたしました。 

例えば、そのデータの分析によって、社会参加や運動している高齢者の方とそうでない高齢者の方で

は、フレイル、虚弱のリスクが 16 倍も生じるという研究結果が出ております。 

佐賀市は、課題として健診受診率が低いというのがあります。健診を受診すれば、体の状態が分かる。

そして適切な支援を受けることが出来ます。市民の皆様には、年に 1 回は必ず健診を受診していただき

ますようお願いいたします。佐賀市としても、データを蓄積し分析していくことで、市民の皆さんに健康を

還元していく取り組みを行ってまいります。 

 

次に、ＬＧＢＴＱ等の方への対応、取り組みでございます。佐賀県のパートナーシップ宣誓制度が昨年

8 月から開始をされました。佐賀市でも、性的少数者の方々の生きづらさを解消するために、県と協定を

結びまして、この 4 月からパートナーシップ宣誓書受領証を提示いただくことで、行政サービスの利用を

可能にしてまいります。 

内容としましては、富士大和温泉病院での家族同様の対応、市営住宅への入居申し込みなど。そして、

この青字で書いておりますところは佐賀市独自のサービスでありますが、軽自動車税種別割の減免など、

拡充したサービスを加えております。行政サービスの周知と、そしてＬＧＢＴＱへの理解促進のために、今

回佐賀市オリジナルのロゴマークを作成しました。佐賀大学の学生さんと連携をして作成をしたところで

ございます。空を飛ぶバルーンと、そしてその下の佐賀平野がレインボーカラーになっております。これ
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が多様性を表現しております。 

ＬＧＢＴＱ+（プラス）。+（プラス）は、ほかにも様々あるということと、Ｑというのは性別がわからないという方

もいらっしゃるということで、ＬＧＢＴＱ+（プラス）と言っておりますけれども、そして、その支援者、理解者で

あるＡＬＬＹ（アライ）。このＬＧＢＴＱ＋（プラス）をＡＬＬＹ（アライ）の方々が支えているということで、支援、

理解を表明しているところでございます。 

こういったロゴマークも活用して、佐賀市にたくさんのＡＬＬＹ（アライ）、理解者、支援者を増やしていきた

いと考えております。 

 

次にトピックスでございます。市道三溝線の愛称が「サンライズストリート」に決定しました。多くの方が

市外県外からお越しになることから、サンライズパークへ続く道であることをわかりやすくするために、そし

てまた、市民の皆さんに愛着を持ってもらえるようにという趣旨で愛称を設定したものです。 

設定区間は、この図の緑色と黄色の両方の部分であります。市道三溝線だけでなく、佐賀駅北口から

サンライズパーク交差点までの区間としております。 

今後愛称につきましては、サイン整備を行うとともに、広報を行うなど定着を図っていきたいと思ってお

ります。 

 

次に 2 つ目のトピックスでございます。佐賀市のプレミアム付地域振興券の購入申込み受け付け開始

についてです。 

初の試みとなりますが、電子の「がばいサカえーるＰａｙ」。ＰａｙＰａｙみたいな感覚で使っていただけま

す。それと、紙の地域振興券の購入申し込みが 4月 1日から開始します。 

コロナ禍では 4 回目の発行となりますけれども、今回は最大で、本市初の電子券を発行しまして、市民の

お力もいただきながら、打撃を受けた事業者の支援を行ってまいりたいと考えております。 

申し込み数が発行総数を超過した場合は、抽選を行うこととしております。 

 

次にトピックス、3 点目でございます。4 月 20 日、27 日の 2 試合を佐賀市のマッチデーとして、佐賀バ

ルーナーズ佐賀市マッチデーを開催いたします。2 月に予定していた試合が中止となったということの振

替開催でもあります。 

佐賀バルーナーズは現在、大混戦の B2 リーグ西地区で 4 位と、プレーオフ出場権をかけて奮闘を続

けております。プレーオフを勝ち抜き、またB1昇格のためには、より上位でレギュラーシーズンを終えるこ

とが重要になってまいります。佐賀市としても、ぜひ後押しをしたいと考えております。 

当日は、来場者全員に限定トレーディングカード、そしてクラップバナーをプレゼントします。また市民

の皆さん、みんなで盛り上げるためにたくさんのご来場をお願いしたいということで、佐賀市の特産品が

当たる抽選会も実施します。多くの方のご来場をお願いいたします。 

 

最後の 4点目でございます。九州電力佐賀支店との連携協定についてです。 

佐賀市と九州電力佐賀支店は、これまでも様々な分野で連携協力をしてまいりました。本市が将来にわ

たり持続可能なまちの発展を目指すためにも、より幅広く強固につながりを持ち、協働した取り組みを行

っていくために、今回、連携協定を締結します。 
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特に、持続可能なまちに欠かせない環境・エネルギー分野に関する専門知識、ノウハウ、ネットワーク、

こういったものを生かし、連携してまちづくりを進めてまいりたいと考えております。 

締結式は、この記者会見の後すぐに開催いたしますので、詳細はそちらでご説明いたします。 

私からの説明は以上です。 

 

【司会】 

説明が終わりましたので、これから質問をお受けいたします。 

まず、発表項目及びトピックスについての質問。そのあとに、市政一般についての質問をお受けしたいと

思います。この後の進行は幹事社さんにお願いいたします。 

 

【幹事社】 

水害対策のところでお伺いしたいんですけれども、この国と県と市が連携してとありますが、市は具体

的にどういった部分で関わっていかれるのか教えてください。 

 

【市長】 

これまでも、佐賀市内浸水軽減対策協議会というのを国・県・市で行ってまいりました。こちらで連携し

た施設操作とか、農業用排水路の事前排水の実施など検討してきたところですが、今回、さらに連携を

深めるということで、新たにワーキンググループを設置するということにしております。 

国の方もかなり協力をしてくれておりまして、この浸水被害について、この浸水メカニズムの解析、これ

をより実態に即したモデルを構築しようということで、国土交通省、3 河川事務所（筑後川河川事務所・武

雄河川事務所・佐賀河川事務所）が主体となって、所管する河川のシミュレーションモデルと、そして佐

賀市の内水氾濫モデル、これを合わせまして、より実態に即した内水氾濫モデルを構築して、佐賀市の

浸水対策を支援いただくという予定になっております。 

内水氾濫モデルを活用しまして、さらに効果的な連携操作の方法や、浸水対策の具体策を検討して

いきたいというふうに考えております。 

 

【幹事社】 

そうすると、国が中心になって、市はどういう部分で、どういうデータを提供するとか、そういう具体的な

部分はどういうところになるんでしょうか。 

 

【市長】 

佐賀市も内水氾濫モデルというのを持っているので、それとあわせて検討を深めていくということでござ

います。 

 

【建設部長】 

佐賀市の今内水氾濫のモデルにつきましては令和元年度の雨を想定しながら、満潮時に雨を降らせ

たシミュレーションを持っておるわけですけど、国のほうは、基本的には外水といいますか、洪水のほうの

シミュレーションを今までやってきたということでございます。 
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それを内水と外水をあわせ持ったシミュレーションを行うとか、パターンを高度化してシミュレーションを

行うとかを想定しているところでございます。そのシミュレーションが高度化をした後に、高度化する中でも

ですが、3 者で、どういった操作が適時行ったほうがいいのかを含めて、詳細に検討していきたいと考え

ているところでございます。 

 

【幹事社】 

この取り組みは1年をかけてと 3年をかけてということで、割と長期的な取り組みだと思うんですけど、と

はいえ出水期がもう間もなく迫ってきている中で、何か市として考えていらっしゃることとかありますか。 

 

【市長】 

現在も、佐賀市内浸水軽減対策協議会でも議論を行っておりまして、出水期までにまた国・県・市それ

ぞれやれることを整理して、情報交換しようということを予定しているところでございます。 

佐賀市としても、出水期までにできることを、引き続き検討していきたいというふうに思っております。 

 

【幹事社】 

ありがとうございます。他、各社さんあればお願いします。 

 

【記者】 

水害対策に関して重ねてちょっと質問ですが、今のご説明ですと、このワーキンググループというのは、

基本的に国が発足させるものと考えていいのかなと思うんですが。協議会はこれからも開かれるのか、こ

のワーキンググループと協議会の在り様はどう考えてらっしゃるのか、その辺りをお聞かせください。 

 

【市長】 

協議会は協議会で引き続き開催をしていきます。そしてまた新たに設けるワーキンググループで、さっ

きご説明したような、今後の内水氾濫モデルの構築ですとか、効果的な連携操作方法や、またわかりや

すい情報とか情報発信とかについても含めて検討していきたいと思っております。 

 

【記者】 

ワーキンググループに関しては、出水期が終わってからの開催という理解でよろしいのか、それとも、

今回 1 年かけて実施という文言がございましたが、出水期の前に一度こうやられて、今回の出水期に備

えるようなことがあるのか、その辺り教えてください。 

 

【市長】 

開催時期については調整中ですかね。 

 

【建設部長】 

出水期後という想定ではございませんで、できるだけ早くワーキンググループ立ち上げまして、ワーキ

ンググループの中でいろんなテーマを決めて、今から話し合いをしていきたいなと思っています。 
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例えば、佐賀江川の効率的な連携操作や、佐賀駅周辺の効果的な連携操作、そういったテーマを持

って国・県・市で協議を行いながら具体的な方策を考えていきたいと考えております。 

このワーキンググループにつきましては、あくまでも市が主催をするというようなものでございまして、

国・県と一緒になってやっていきたいと考えているところでございます。 

 

【記者】 

ということは市が主催ということで国と県のほうにも既に説明は行っていると理解してよろしいですか。 

 

【建設部長】 

国と県と協議をした結果、基本的には今現在、佐賀市内浸水軽減対策協議会というものがありますの

で、その中の組織としてワーキンググループを立ち上げたいと考えているところでございます。 

 

【記者】 

それから今回の浸水の部分でも樋門操作の連携とかの部分というのは、この連携操作の課題というと

ころでしょうけれども、ある種もう大雨まで待ったなしというか、非常に短い時間ですので、そういう樋門操

作のいわゆる大雨前の情報連携の在り様というのは、現段階ではどういうふうに考えてらっしゃるのか教

えてください。 

 

【建設部長】 

あくまでも佐賀市内浸水軽減対策協議会の中で、連携操作についてはこれまでも行ってきております。

ですから出水期前には各部署連携を取るために、そういった連絡調整も行いながら、出水期には万全の

体制で臨みたいと思っております。 

ただ今回のワーキンググループにつきましては、今までやっぱり連携をしている中でも、例えば佐賀導

水路であったり、佐賀江川であったり、いろんな施設がありますので、そういったものを全体的な連携とい

うのをいま一歩進めて、施設の効率化を今以上に図っていきたいということでのワーキンググループでご

ざいます。ですから出水期前までには十分連携を取るっていうのは毎年行っておりますので、そういった

ものをしながら、再度もう一歩進めたいということでワーキンググループを今回立ち上げたところでござい

ます。 

 

【記者】 

水害の関連で、今お濠の排水の試験やっているかと思うんですけど、現状どうなっているのかと、これ

までやってきた中でどういう治験、どういう成果を得られているのか教えてください。 

 

【市長】 

これまで複数回試験排水を行ってまいりまして、どのぐらい下がるのかといったところや、また回復につ

いてどのぐらい時間がかかるのかといったところも含めて検討をしてきたところでございます。 

これまで、具体的な課題というのは見えていなかったんですけども、回を重ねるごとにその課題が明ら

かになってきたということで、また引き続き行っていくということです。 
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【建設部長】 

今回 2 回目となりますお濠の試験排水。前は 5 時間で 3ｃｍという下がり方をしたわけですけど、今回

は「最後まで下げたらどれぐらい下がるのか」というのを主に、試験排水をしたところでございます。 

お濠の水位は 65 時間で 19 センチ低下をしたということでございます。ですから、約 3 日間かけて 19

センチ低下したと。復旧につきましては 43 時間で水位が元に戻ったということでございます。 

ただ一部、今西濠の北側のほうが工事中でもともと水が少し入ってない状況ですので、それが満水に

なっているところを想定すると、下げるのに約 4日間かかるということになります。 

ですから、まだまだ出水期の予報に対してどういった操作を行うのかというのがまだ課題であるというよ

うなことで考えているところでございます。ですから、まだ今の水よりも、出水期前には多布施川とか濠の

水位がもう少し上昇してまいります。ですからその時期を見て、あと数回試験排水を行いながら、どういっ

た操作がいちばん適しているのか、また今約２日間・43時間で水位を回復しておりますが、回復するには

やっぱり多布施川の水をある程度濠に入れる必要があります。多布施川の水を入れ過ぎると、多布施川

の下流域が、非常に水がなくなるという問題もありますので、そこら辺も含めたところでどういった操作、大

雨に対してどういった操作をするのかを、出水期までには固めていきたいというようなことで考えていると

ころでございます。 

 

【記者】 

あと数か月後には出水期がありますけど、このときに、ある程度このお堀の排水とかも活用していかれ

るのでしょうか。 

 

【市長】 

出水期までに、どういった課題があってそして、それをどういう工夫で乗り越えていくかをできる限り進

めていきたいと思っております。またあと数回試験排水をやるということで、その結果につきましても皆さん

にお知らせをしていきたいと思っているところです。 

 

【記者】 

トピックスでもう一つ質問があったんですが、「サンライズストリート」という愛称を決定なさったということ

だったんですが、どういう過程で「サンライズストリート」という名前に決まったのか、その辺りをご説明いた

だければ。 

 

【市長】 

現在、三溝線の周辺自治会や、事業所、学校等が参加しておられる「三溝線を活かしたまちづくり検

討会」という検討会がありますけれども、こちらで検討をして案を絞り込んできたところです。 

絞り込んだ案が 5 案ぐらいあったというふうに聞いておりますけれども、この 5 案について佐賀大学の

学生にアンケートを行って、またそのアンケート結果も踏まえて、この三溝線を活かしたまちづくり検討会

で議論をいただきまして、最終案としてまとめていただきました。 

この「サンライズストリート」という趣旨ですけれども、まずその検討会のメンバーの方々に自由にご提案
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をいただきました。提案された愛称案の中には、「サンライズ」という言葉を用いた案のほか、「国スポ」、と

か、スポーツにちなんで「ビクトリー」とか、そういった言葉を用いた案などもあったと聞いております。 

検討会での意見や佐賀大学の学生へのアンケートなどでは、「サンライズ」を用いた方が、SAGA サンラ

イズパークをイメージできるということと、わかりやすさが大切だという意見が多くありまして、「サンライズ」

を用い愛称としたというふうに聞いております。 

 

【記者】 

アンケート自体を行ったのはまちづくりの話し合いをされる地元という理解でよろしいでしょうか。 

 

【佐賀駅周辺整備構想推進室長】 

この三溝線を活かしたまちづくり検討会というのは、平成 30 年にから開催している会議で、三溝線の 4

車線を 2車線化する、それから社会実験をすることもずっと検討してきた会となっております。その委員の

方々から案を持ち寄っていただいて絞り込みを行ったということです。 

絞り込んだ案を佐賀大学生のほうに意見を聞いて、その結果を検討会にフィードバックして議論し、最

終的にこの「サンライズストリート」ということでまとめたというのが流れでございます。 

 

【記者】 

愛称ということで、ちょっと基本的なところを申し上げます。市道三溝線っていう前残るということですよ

ね。 

 

【建設部長】 

市道名は市道三溝線のままでございます。 

 

【記者】 

何か途中で切れていて、ややこしくなりそうな気がするんですけど、サンライズパークまでには出来な

いものなんですか。 

 

【建設部長】 

この緑の部分と黄色の部分（市道三溝線、国道 264 号、国道 263 号）を合わせて、今回、愛称になっ

ています。 

 

 

【市長】 

市道水三溝線は資料の緑の箇所なんですけども、黄色の箇所（国道）も含めて、今回の愛称を決めた

ということでございます。国道部分もサンライズストリートです。 

 

【記者】 

1 番上の信号までですか。 
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【市長】 

はい。サンライズパーク交差点までです。 

 

【記者】 

今の市道三溝線の愛称決定についてお伺いしたいんですけど、この愛称の「サンライズストリート」は、

市民の方はどういった場面でこの愛称を利用していくことになるんでしょうか。 

例えばバス停のところに「サンライズストリートはこの通りです」みたいな感じで広報とかで使ったりする

のか、何かそのサイン整備も例えばどういったところの部分になるのかをお伺いできればと思います。 

 

【市長】 

市民の方にわかりやすいということで、市道三溝線っていう名称自体がそんなに市民の方に知られて

いないかと思います。そういった中で、今回、歩道を拡幅したりということもやっておりまして、歩きやすい、

そして多くの方が、佐賀市に外から来てもらう方も含めて来ていただくということで、サンライズストリートと

いう愛称をサイン整備なども、例えばその道路の三溝線の歩いているところで「サンライズストリート」という

表記があったりとかそういった形をイメージしています。 

 

【佐賀駅周辺整備構想推進室長】 

今市長が言いましたように、現地にサイン等を整備するほか、市報等の広報媒体を使いたいと思いま

すが、今、駅からアパホテルまで歩道が完成形で出来ております。街路灯にバナーフラッグを下げるよう

な横に棒がついているものがありますので、そこを活用して名称とかを皆さんに知っていただくというよう

なことも考えております。それから「サンライズストリート」という愛称は結構長く、短縮語で呼ばれることが

多いので、佐大生の皆さんからは「サンスト」って読んだらかわいいよね」という意見もあります。 

そういうふうに皆さん方に定着できるように、まずは「サンライズストリート」ということを知っていただくよう

なことに努めてまいりたいと考えております。 

 

【記者】 

 県内の他の市町では、県と協定を結んでいるところもありますが、佐賀市は結んでいないのか、協定を

結ばなくても問題ないのかをお聞きします。 

 

【市長】 

佐賀市でも県と協定を今回新たに結ぶということでございます。その上で 4 月から、この佐賀県のパー

トナーシップ宣誓書受領証を提示いただくと佐賀市においても独自の行政サービスを拡充した形で受け

ることができるということでございます。新たに協定を結ぶということでございます。 

 

【市民生活部長】 

令和 4年 4月 1日付けで協定を締結いたしまして、同日付けでサービスをスタートすることとしておりま

す。 
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【記者】 

ウクライナの関係でアピールされておられますけども、その後何か新しい動きなり何かあれば。 

 

【市長】 

3月9日に、佐賀市の体制構築をしていくという旨の表明をさせていただきまして、それから関係各課、

それから県や民間団体等との連携、調整を進めてまいりまして、先日 3 月 24 日に体制整備を行った旨

発表をさせていただきました。 

現在のところはその 24 日の発表の際にも少しお話した点と重なりますけれども、市民の方々からの問

合せとか、連絡がこれまで総合窓口の国際課のほうに寄せられているところです。 

例えばですけれども、ウクライナの知人の方が、佐賀市に避難することになった際の受入れ方法とか、

航空券の入手方法などの問い合せや、あるいは所有するアパートを提供したいといった支援の申出など

が来ているところです。 

また引き続き、こういった体制整備をしている旨をお知らせするとともに、動きがあればまたご報告をし

たいと思っております。 

 

【記者】 

本庄こども園についてお尋ねします。関連予算の関係で、修正案の可決から 2 週間以上が経過して

います。保護者の方や関係者の方、開園時期などに関して気をもまれているかと思いますが、この 2 週

間どのような検討をされてきたのか、議会に再提案する時期などを含めて現在のスケジュール感をお示

しください。 

 

【市長】 

今回の採決の結果につきましては、重く受け止めているところでございます。今回の件について、地元、

本庄の方々もご心配をされていると思いますので、担当のほうから自治会長さんなどに説明をして回りま

した。地元からは、「こども園ができることは地元にとって喜ばしいことなので、子どもたちのために早くつく

って欲しい」といったご意見を聞いています。 

資材価格が高騰し、労務単価等も高騰している中ではありますけれども、どのようなコスト縮減が可能

か等を検討しているところでございます。 

開園スケジュールの点は使用する資材によって調達に時間を要する可能性もあるといったところでご

ざいますが、その点も含め、どういう対応が可能か、検討を深めているところです。 

我々としては、令和 6 年 4 月の開園に向けて全力で取り組みたいと思っております。議会に対しても、

状況を適宜伝えて、今後の対応について議会と意識を共有していきたいと思っております。 

具体的に、「いつ」といったところは引き続き調整をしていきたいと思っております。 

 

【記者】 

調整中ということですけれども、もう 1 点伺います。広さでありますとか価格などの観点について、精査

するというふうに市長はおっしゃっていました。常任委員会などでは、こういった観点に加えまして、今日
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も「健康長寿のまちづくりで年に 1 回、健診受診を」と呼びかけられていますけれども、小さなお子さんを

育てていらっしゃる方が健診に行くときに非常に困る観点としては、子どもを預かってくれるところがないと

いうこと等も挙げられています。 

4 月段階では確かに一時保育はあるんですけれども、秋ごろになりますと、「空きはありません」と言わ

れて、結局活用出来ないという事例も非常に多いと聞いていますので、そういった一時保育についても

再考というような声が委員さんから上がっていました。そうした観点も加味した上で考えていかれるのかと

いう点に関して教えてください。 

 

【市長】 

委員会で、さまざまな議論があったというふうに承知をしておりますし、またこちらの説明がわかりにくか

ったところもあったかと思いますので、そういったところを整理して、議会にも報告していきたいと思ってい

るところです。 

 

【記者】 

今のお答えからすると、加味する可能性もあると受け取ってよろしいでしょうか。 

 

【市長】 

具体的なところは今後検討を深めていきたいと思っておりますけれども、時間的には、非常に資材の

価格も高騰しているといったところは調達に時間を要するといったところもある中で、開園時期を非常に

皆さん懸念されていると思います。 

議会のほうもこの本庄こども園をつくることについて反対しているわけではないと聞いている中で、どう

いった対応が可能かというのはしっかり検討して、議会にも報告をしながら、また市民の方々にもお伝え

していきたいと思っております。 

 

【記者】 

西九州新幹線が 9 月 23 日開業ということで、開業まで半年を切るというような形になりました。県を含

めて、国とのやりとりなども注視されておられることと思います。 

ご承知のように武雄温泉-新鳥栖間については先がまだまだ見えないという状況ですけども、現状で

新幹線について市長はどう見ておられるかということを一言教えてください。 

 

【市長】 

この秋、9 月に西九州新幹線が開業をいたします。開業に伴って佐賀・長崎デスティネーションキャン

ペーンが行われる予定ですが、佐賀市でも観光プロモーション事業を展開してまいりたいと思っておりま

す。この西九州新幹線開業を受けて、人の流れがどう変わるかなど注視していきたいと思っております。 

新鳥栖-武雄温泉間の整備方式の議論については、さまざまな角度から検証する必要があるかと思っ

ております。 

コスト問題はもちろんですけども、在来線の問題、特急の本数とか料金とか、さまざまな点に影響があ

る課題だと思っております。 
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そういった点も含めて、今、国と佐賀県による幅広い協議が行われているところですので、そういった

点を注視していきたいと思っているところです。 

 

【記者】 

県ではルートを３つ、仮にフル規格としたときに、南回りのルートだとかいろいろ示されていますけども、

特にそこら辺は市としてはまだ静観するというか、そういうのを含めてどれがいちばんいいだろうかという

のをいろいろ検討しながらやっているような感じでしょうか。 

 

【市長】 

整備方式についてですね、フル規格に限らず、今ルートも含めて、幅広く骨太に、国と県との間で議

論がされている。また具体的なところっていうのはまだまだ、国からも出てきてないというふうに聞いており、

幅広い協議の中で議論がなされるものと思いますので、しっかりそちらのほうの情報収集をしてまいりた

いと思っております。 

 

【記者】 

性的少数者への取り組みということで、佐賀市が独自に拡充したサービス、かなりあるなという印象だっ

たんですが、なぜ独自に拡充しようと思われたのか簡単に説明を聞けたらと思います。 

 

【市長】 

できる限り便利なサービス、対応可能な行政サービスを増やしていきたいと思っておりまして、いろんな

関係部局に呼びかけをして、今回の拡充したサービスを加えたというところでございます。引き続き広報

啓発なども行いながら、対応をしていきたいというふうに思っております。 

 

【記者】 

これから改めて、詳しい内容だとか理由については発表があるという認識でよろしいですか。 

 

【市長】 

利用できる行政サービスとしてはこういったものがありまして、行政サービスの一覧表を提供したり、どう

いったことが可能かというのを引き続き情報提供していきたいと思っております。また当事者の方と対談を

行ったり、広報啓発活動なども行ってまいりたいと思っております。引き続き、サービスの拡充についても

検討していきたいと思っております。 

 

【司会】 

それでは以上をもちまして、市長定例記者会見を終わります。 

本日はありがとうございました。 

 


